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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】マルチキャスト通信における複数の宛先ノ

ードへ向けてパケット転送を行うために、第１のノード

から複数の第２のノードの少なくとも一つへの仮想コネ

クションが複数設定され、この複数の仮想コネクション

がサービス品質要求の異なるパケットを転送すべき仮想

コネクションを含む論理ネットワークに対しパケットを

転送するパケット転送方法であって、

前記第１のノードは、第２のノードそれぞれが前記複数

の仮想コネクションの少なくとも一つにて前記宛先ノー

ドへ向かうパケットを重複せずに受信するよう、前記宛

先ノードへ向かうパケットのうち特定のサービス品質を

提供すべきフローに属するパケットを前記複数の仮想コ

ネクションのうちの一部のコネクションにて、前記宛先

ノードへ向かうパケットのうち前記フローに属するパケ

ット以外のパケットを前記複数の仮想コネクションのう

ちの他のコネクションにて転送し、

前記第２のノードは、該第２のノードの下流に前記フロ

ーに関し特定のサービス品質を要求した宛先ノードが存

在する論理ネットワークに対しては、次段ノードが、サ

ービス品質要求の異なるパケットを転送すべき仮想コネ

クションを含む複数の仮想コネクションの少なくとも一

つにて前記マルチキャスト通信の宛先ノードへ向かうパ

ケットを重複せずに受信するよう、前記第１のノードか

ら受信した前記宛先ノードへ向かうパケットのうち前記

フローに属するパケットを前記複数の仮想コネクション

のうちの一部のコネクションにて、前記宛先ノードへ向

かうパケットのうち前記フローに属するパケット以外の

パケットを前記複数の仮想コネクションのうちの他のコ

ネクションにて転送し、
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1 2

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】マルチキャスト通信における複数の宛先ノ

ードへ向けてパケット転送を行うために、第１のノード

から受信したパケットを、仮想コネクションに基づいた

パケット交換を行うスイッチを介して、前記第１のノー

ドとは異なる論理ネットワークに属する第２、第３のノ

ードへ転送するパケット転送方法であって、

前記スイッチ内に、前記第１のノードからパケットを受

信可能な第１の仮想コネクションと、前記第２、第３の

ノードへそれぞれパケットを送信可能な第２、第３の仮

想コネクションとの対応関係を記憶し、

前記スイッチは、前記第１のノードから受信したパケッ

トにネットワークレイヤレベルの転送処理を施し、この

処理の施されたパケットの情報を、記憶された前記対応

関係に基づいて前記第２及び第３の仮想コネクションに

て転送することを特徴とするパケット転送方法。

【請求項２】少なくとも一つの仮想コネクション型ネッ

トワークと接続し、第１のノードから受信したパケット

を、前記第１のノードとは異なる論理ネットワークに属

する第２、第３のノードへ転送するノード装置におい

て、

前記第１のノードからパケットを受信可能な第１の仮想

コネクションと、前記第２、第３のノードへそれぞれパ

ケットを送信可能な第２、第３の仮想コネクションとの

対応関係を記憶する手段と、前記第１のノードから受信

したパケットにネットワークレイヤレベルの転送処理を

施し、この処理の施されたパケットの情報を前記記憶さ

れた対応関係に基づいて、前記第２、第３の仮想コネク

ションへ転送する手段とを備えたスイッチを具備したこ

とを特徴とするノード装置。
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1 2

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】仮想コネクション型ネットワークとの物理

インタフェースを有し、少なくとも２つの論理ネットワ

ークを接続するルータ装置において、

一方の前記論理ネットワークからの受信に使用される仮

想的転送路と他方の前記論理ネットワークへの送信に使

用される仮想的転送路との対応関係を記憶する記憶手段

と、

この記憶された対応関係に従って、パケットの転送を行

う転送手段と、

資源予約のためのメッセージを受信者側の論理ネットワ

ークから受信する受信手段と、

この受信した資源予約のためのメッセージに基づき、前

記受信者側の論理ネットワークへの前記転送手段を介す

ることが可能なパケット送信用の仮想的転送路の存在、

及び、送信者側の論理ネットワークからの前記転送手段

を介することが可能なパケット受信用の仮想的転送路の

存在の有無に応じて、資源予約のためのメッセージを前

記送信者側の論理ネットワークへ送信する送信手段とを

具備したことを特徴とするルータ装置。

【請求項２】前記送信手段は、送信用の前記仮想的転送

路の設定要求に対する応答を受信した場合に、前記受信

手段により受信したメッセージに基づく資源予約のため

のメッセージを、前記両仮想的転送路の存在の有無によ

らず送信者側の論理ネットワークへ送信する手段をさら

に備えるものである請求項１に記載のルータ装置。

【請求項３】前記受信手段により受信したメッセージに

応じて、送信者側の論理ネットワークからの前記転送手

段を介することが可能なパケット受信用の仮想的転送路

を設定するよう前記送信者側の論理ネットワークへ要求
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JP  3592876  B2  2004.11.24

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

送信者から送出された通信情報が１つ以上の受信者に受信されるマルチキャスト通信サー

ビスを提供可能な非同期転送モード型通信網を構成するノード装置において、

前記マルチキャスト通信サービスに供されるポイント－マルチポイントコネクションを既

に構成しているＶＣ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）リンクのうち前記ノード装置か

ら次段のノード装置へ向かう出力ＶＣリンクとは異なる新たな出力ＶＣリンクの設定要求

を受信する手段と、

この受信した設定要求に示されるもしくは対応して示される要求サービス属性が、前記ポ

イント－マルチポイントコネクションを既に構成しているＶＣリンクのうち前段のノード

装置から前記ノード装置へ向かう入力ＶＣリンクに提供されているサービス属性とは異な

る場合に、前記要求サービス属性に対応する通信リソース量を割り当てた新たな出力ＶＣ

リンクを、前記ポイント－マルチポイントコネクションを構成するＶＣリンクとして、設

定させる手段とを備えたことを特徴とするノード装置。

【請求項２】

前記設定させる手段は、前記要求サービス属性の方が前記入力ＶＣリンクに提供されてい

るサービス属性より、そのサービス属性に対応する通信リソース量が小さい場合に、前記

要求サービス属性に対応する通信リソース量を割り当てた新たなＶＣリンクを設定させる

ものであることを特徴とする請求項１記載のノード装置。

【請求項３】
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JP  3641139  B2  2005.4.20

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

パケットストリームに割り当てられた入力ラベルと出力ラベルとを用いて、当該パケット

ストリームに含まれるパケットをラベルスイッチングする複数のノードにより構成される

、ネットワーク上のラベルスイッチングパスのホップカウントを管理する方法であって、

前記複数のノードのそれぞれは、前記パケットに前記ラベルスイッチングを行う際に、当

該パケットに含まれる当該パケットが経由したノード数を表す情報を更新するか否かを判

定する第１のステップと、

前記複数のノードのうちの前記情報を更新しないと判定した複数の第１の種別のノードの

それぞれは、当該第１の種別のノードの上流側で隣接するノードと当該第１の種別のノー

ドの下流側で隣接するノードのうちのいずれか一方のノードである第１の隣接ノードから

前記ラベルスイッチングパスのホップカウントが通知されたとき、前記ラベルスイッチン

グパスについて通知されたホップカウントを増加させることにより得られた増加されたホ

ップカウントを含む第１のメッセージを、前記上流側で隣接するノードと前記下流側で隣

接するノードのうちの他方のノードである第２の隣接ノードへ送信する第２のステップと

、

前記複数のノードのうちの前記情報を更新すると判定した複数の第２の種別のノードのそ

れぞれは、当該第２の種別のノードが前記情報を更新することを表す第２のメッセージを

前記第２の隣接ノードへ送信する第３のステップと、

を有することを特徴とするホップカウント管理方法。
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JP  3688408  B2  2005.8.31

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　第１の条件により規定されるパケットフローを転送するための、自ノードから自ノード

とは異なる論理ネットワークに属するノードまでネットワーク層処理を施さずにパケット

を転送可能な、第１の専用仮想パスが存在することを記憶し、

　前記第１の条件より詳しい第２の条件により規定されるパケットフローを転送するため

の第２の専用仮想パスを、前記第１の専用仮想パスの終点ノードもしくはそのさらに下流

のノードまで、前記第１の専用仮想パスを利用して設定するために、前記終点ノードとの

間で前記第２の専用仮想パスを特定する情報及びこの第２の専用仮想パスにより転送され

るべき前記パケットフローを規定する条件を示す情報を通信することを特徴とするパケッ

ト転送制御方法。

【請求項２】

　前記第１の専用仮想パスは複数の仮想パスを含み、前記第２の専用仮想パスは、この複

数の仮想パスのうちの一つであることを特徴とする請求項１記載のパケット転送制御方法

。

【請求項３】

　前記通信後、前記第１及び第２の条件の双方を満たすパケットは前記第２の専用仮想パ

スで転送し、前記第１の条件を満たすが前記第２の条件は満たさないパケットは前記第２

の専用仮想パス以外の第１の専用仮想パスで転送することを特徴とする請求項１記載のパ

ケット転送制御方法。
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JP  3696166  B2  2005.9.14

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　マルチキャスト通信における複数の宛先ノードへ向けてパケット転送を行うために、第

１のノードからパケットを受信する第１の仮想コネクションから受信したパケットを、前

記第１のノードとは異なる論理ネットワークに属する複数の第２のノードへパケットを転

送する、前記第２のノードのうちの少なくとも特定のノードへパケットを送信可能な第２

の仮想コネクションを用いて転送するパケット転送方法において、

　前記第１の仮想コネクションと、前記第２の仮想コネクションとの対応関係を記憶し、

　前記第１の仮想コネクションにて受信されたパケットを記憶された前記対応関係に従っ

てネットワークレイヤレベルの転送処理の一部又は全部を行わずに前記第２の仮想コネク

ションにて転送するとともに、このネットワークレイヤレベルの転送処理の一部又は全部

を行わない転送に起因して前記複数の第２のノードのうち前記特定のノード以外のノード

へ、前記宛先ノードへ向かうパケットのうち少なくとも一部が転送されなくなると判断さ

れる場合には、前記第１の仮想コネクションにて受信されたパケットを複製してネットワ

ークレイヤレベルの転送処理を施し、この処理の施されたパケットを前記特定のノード以

外のノードへ送信することを特徴とするパケット転送方法。

【請求項２】

　前記第１の仮想コネクションにて受信すべきパケットの属するフローに対応して、前記

第１の仮想コネクションとの対応関係が記憶されている前記第２の仮想コネクションの他

に、前記第１の仮想コネクションとの対応関係が記憶されていない第３の仮想コネクショ
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JP  3848338  B2  2006.11.22

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　パケットストリームが入力されるチャネルを識別するための入力側ラベルと、該パケッ

トストリームが出力されるチャネルを識別するための出力側ラベルとの対応関係を参照し

て、入力されたパケットをラベルスイッチングするスイッチ手段と、

　前記ラベルスイッチングパスの設定を許可するか否かの判断材料となる、ラベルスイッ

チングパスの始点に関する情報を記憶する記憶手段と、

　ラベルスイッチングパスの始点となるノードである始点ノードの情報もしくは該始点ノ

ードの属するネットワークである始点ネットワークの情報と、該ラベルスイッチングパス

を使用して転送されるべきパケットストリームの情報とを含む、制御メッセージを受信す

る受信手段と、

　この受信した制御メッセージに含まれる始点ノードの情報もしくは始点ネットワークの

情報と、前記記憶手段に記憶された情報とに基づいて、前記ラベルスイッチングパスの設

定を許可するか否かを判断し、この判断結果に基づいて、前記制御メッセージに示される

パケットストリーム用に、前記ラベルスイッチングを可能とする前記対応関係の記憶のた

めの制御を含む、ラベルスイッチングパスの設定のための制御を行う制御手段とを備える

ことを特徴とするルータ装置。

【請求項２】

　前記制御手段は、前記始点ノードもしくは始点ネットワークからのいずれのパケットス

トリームも前記ラベルスイッチングパスの設定をして良いと判断される場合に、許可する
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